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世界史B　30  ササン朝とイスラム教の成立

1,パルティア （B.Ｃ.248年ごろ～Ａ.Ｄ.226年)---遊牧(　　　　　)1人がカスピ海東岸に建国。	

　┏ヘレニズム後の時代。東西貿易によって栄えた。中国からは「安息=アルサケス」	

　┣B.C.1世紀メソポタミアを支配、チグリス東岸に後期の首都(　　　　　　　　)2を建設。	

　┣B.C.53年カルラエの戦いで侵入したクラッスス率いる(　　　　　　)3軍を破る。	

　┗文字　アラム文字(ペルシャ語)　宗教　ゾロアスター教	

2,ササン朝ペルシャ（226～651年)　 	


　アルデシール1世（位226～241年)	


　┏226年パルティアを滅ぼし、ササン=シャーハーン・シャー=「(　　　　　)4の王」朝を建国。	

　┗首都(  　　　　　　　　)5　　王家 　　ペルセポリスのゾロアスター教司祭の家	

　シャープール1世（位241～272年)	


　　260年(　　　　　　　)6の戦いでアルメニア支配をめぐりローマ軍を破り、皇帝を捕虜に。	

　　　　→西方のローマと北方のエフタル(中央アジア系の遊牧民)の侵入。→後に講和。	

　　国教=ゾロアスター教=経典「アヴェスター」を編集。	

　　マニ(216～276年）がユダヤ教、キリスト教、仏教を融合⇒[     　　　　    ]7教創設	

　422年(　　　　　　　)8教を公認→キリスト教徒のアルメニア人、東ローマとの関係から	

　ホスロー1世 (位531～579年）=全盛期。	

　┏突厥と同盟して(　　　　　　)9を滅ぼす。東ローマと和平を結ぶ。異教徒に寛容。学術を保護。	

　┣新領土=小アジア・バクトリア・黒海沿岸→小アジアからインダス川に至る大帝国。	

　┗東西交通路を整備し、仲介貿易を行う⇒(   　　　      )10による銀経済圏の成立	

　　→ペルシャの工芸品・文化→東ローマ、中国へ伝わる。	

　　　織物・絨毯・銀器・(　　　　　)11　⇒日本の(　　　　　　)12へも。	

　→ホスロー1世の後、ササン朝は衰退。アラビア半島の(　　　　　　)13勢力➡633年首都クテシフォン陥落。	

3,アラビア半島とムハンマド(マホメット)	


・絹　・シバ　・穀物　・諸王　・断食　・銀貨　・運河　・隊商　・平等　・啓典　・五行　 ・偶像　・使徒　・温帯　	

・正倉院　・ガラス器　・ユダヤ　・イラン　・アデン　・ハッジ　・メッカ(2)　・アラブ　・ワイン　・カーバ　・ローマ　	

・キブラ　・エデッサ　・エフタル　・アラビア・メディナ　・アッラー　・イエメン　・コーラン　・ペルシャ　	

・キリスト　・イスラム　・オアシス　・ベドウィン　・ラマダーン　・クライシュ　・クテシフォン(2)　　

アフラマヅダーから王権を授けられるアルデシール

天使ジブリールから啓示を受けるムハンマド	

　　　　　　(「集史」のさし絵)

  アラビア半島---セム系の(　　　　　　　)14人 (水と草原をめぐる抗争→国家統一なし)	


　　　┏砂漠と草原→遊牧民「(　　　　　　　　)15」	

　　　┣ラクダ、ウマ、羊、山羊　→農耕民と交易→ラクダの(　　　　　)16を組む。	

　　　┗(　　　　　　　　)17が散在→農耕。ナツメヤシ、ブドウ、大麦。	

　前3千年紀、ペルシャ湾岸にメソポタミアとインダス流域の海路を結ぶ港市が成立。　　　　	

　1世紀ごろ、ナイル川と紅海を結ぶ(　　　　　)18開通→ローマ帝政期の東西交通路	

　3世紀以後---東ローマとササン朝の抗争　→陸路による東西交通を妨げる。	

　　　┏アラビア半島とその沿岸が東西交通路として重要化する。	

　　　┗(　　　　　　・　　　　　　)19---紅海に面した貿易中継地として発展。	

  半島西南部=(　　　　　　)20---温帯気候→季節風による雨量→農耕文化。	

　　　・紀元前千年ごろから王国。(　　　　　　)21王国=女王、ヒムナル王国など。	

　　　・(       　　　　  )22を中心に地中海、インド洋との仲介貿易	

　交易品　┏ローマの(　　　　　　)23、エジプトの穀物	

　　　　　┗中　国の(　　　　　　)24・陶器・香料	

　→6世紀ササン朝の支配下に入る	

　　　┏貿易を通じてローマ、ペルシャの文化がアラビア半島に伝わる。　	

　　　┗(　　　　　　)25教・キリスト教など。メディナにはユダヤ人の集落も。	

  メッカ---貿易と隊商交易の拠点。最も繁栄した都市。カーバ神殿=在来型多神教施設	

　　　┏「(　　　　　　)26の黒石」━黒い隕石。巡礼者が集まる。	

　　　┗貴族(　　　　　　　　)27族━商業権・神殿管理権を握る。	


  ムハンマド (570～632年）	

　　　　┏クライシュ族出身。幼くして父母を失う。	

　　　　┗若い頃から隊商としてシリア方面へ。ユダヤ教、キリスト教に触れる。	

　⇒610年ごろ「天使ジブリールから神の啓示を受けて」イスラム教を始める。	

  イスラム教  	

　・唯一神（　　　　　　　)28への信仰。	

　・経典（　　　　　　　　)29「讃えあれ、アラーよ、万世の主」などの言葉。	

　・旧約聖書、新約聖書も経典。ユダヤ教徒、キリスト教徒は「(　　　　　)30の民」	

　・メハンマド(マホメット)=「最後にして最大の[　　　　　　]31」とされる。	

　・多神教や(　　　　　)32崇拝を禁止。	

　・すべての人は神の前で(　　　　　　)33→メッカの貧民の間に広まる。貴族は迫害。	

　・五つの義務=「(　　　　　)34」	

　　┏「信仰告白」⇨「アッラーのほかに神なし。ムハンマドはその(　　　　　)35なり」	

　　┣「礼拝=サラート」⇨一日五回。聖地(　　　　　　)36の方角=(　　　　　)37	

　　┣「(　　　　　)38=サウム」⇨  年に一カ月。イスラム暦の九月=(　　　　　　)39に。	

　　┗「喜捨=ザカート」と「巡礼=(　　　　　)40」	


紺瑠璃の杯(正倉院)


